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夕張市健康増進計画『健康ゆうばり 21（第２次）（素案）』関する意見募集（パブリッ

クコメント）の実施結果 

      

夕張市健康増進計画『健康ゆうばり 21（第２次）（素案）』について、パブリックコメ

ントを実施した結果、ご意見（件）をいただきました。 

つきましては、ご意見の要旨及びご意見に対する市の考え方について、次のとおり公表し

ます。 

                   記 

１ 事業名   夕張市健康増進計画『健康ゆうばり 21（第２次）（素案）』 

２ パブリックコメントの期間 令和 6 年 1 月 29 日（月）～2 月 7 日（水）の 10 日間 

３ ご意見   ７件 

ご意見の要旨 ご意見に対する市の考え方 

第１章 健康ゆうばり 21（第２次） 計

画策定あたって 

1 計画策定の趣旨 

7 行目文末に以下追記をしてはどうか。 

令和 5 年には、「国民の健康の増進の

総合的な推進を図るための基本的な方

針」を改正し、令和 6 年度から、「21 世

紀における第三次国民健康づくり運動

（健康日本 21（第三次）」を推進するこ

ととしました。 

追記により、今回改定される、令和６年

度から令和 17 年度までを期間とした

「健康ゆうばり 21（第 2 次）」計画の位

置づけがより明確になるかと思います。 

 第 4 章 2 次計画の基本方針 

4．現状と課題、今後の具体的目標およ

び取り組み 

（1）生活習慣病の発症予防と重症化予

防 

1）がん  

・子宮がんにおいて、平成 22 年～令和

元年の SMR は高値。平成 29 年度～令

和 3 年度はがん発見者数は 0 であった

が、令和 3 年度においては精密検査受

診率 25.0％、4 人に 3 人は精密検査を

受けていないことになる。がん検診によ

るがんの重症化予防の施策、がん検診の

 

 

ご意見のとおり、国の動きを追記し、市

の計画と国の方針との位置づけについて

明確にし、わかりやすくします。 

素案 P3 に追記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子宮がん検診の精密検査受診率令和 3 年

度 25.0%は、精密検査対象者 4 人中未受

診者が 3 人の割合となります。未受診者
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質の確保に関する施策に精密検査未受

診者への受診勧奨、精密検査の受診勧奨

があげられているが、令和 3 年度の精

検受診率の低さの原因やその後の追跡、

具体的施策があげられていればより取

り組みやすいのではないかと思われた。 

 

 

 

 

 

・がん予防として子宮頸がんワクチン

の接種が重要。接種率の向上を。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）生活習慣の改善 

1）栄養・食生活 

独居高齢者等には弁当や総菜などの利

用者もおり、減塩対策には企業とも連携

した対応が必要ではと考えます。 

 

 

 

 

 

 

２）身体活動・運動 

運動教室では、参加者が固定していると

聞く。難しいこととは思うが、参加して

いない方への周知を考えてほしい。 

 

がいること自体課題ではありますが、精

密検査対象数が少数のため、経年比較に

すると極端に低い割合となるという実態

があります。未受診者への受診勧奨や未

受診理由の把握については、今後も継続

し、第 4 章（３）1）生涯をつうじた健診

の場の確保 P77 にも触れたように、高齢

者の多い本市において高齢者にとっても

精密検査を受診しやすい環境の整備につ

いて医療機関などと連携した取り組みを

今後検討したいと考えています。 

子宮頸がんワクチンは、令和 4 年度から

定期接種の積極的勧奨が再開されました

が、接種率は低迷しています。国の勧奨

資材なども活用し周知の強化を図りま

す。 

素案 P53→＜今後の取り組み＞ 

ⅰウイルス感染等によるがんの発症予防

の施策 

・3つ目 

子宮頸がん予防ワクチン接種（小学 6 年

生から高校一年生に相当する年齢の女

性）の実施の後に【および周知の強化】を

追記します。 

 

 

企業と連携した対策は、本人が行動を変

えずとも、自然に減塩対策ができること

につながります。市内で惣菜や弁当等を

販売する事業者との連携について今後の

事業展開の中で検討します。 

素案 P68 7 行目 

・健康に配慮した食品について事業者へ

の啓発、連携 を追記します。 

 

運動講座への新規参加者を増やす取り組

みについては、様々な機会をとおして実

施していく必要があります。素案 P88 

高齢者の健康づくり＜今後の取り組み＞

に記載した、これまで実施していなかっ
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（3）社会環境の質の向上 

2）こころの健康 

・平成 29 年～令和 3 年の自殺死亡率は

40.1、全道の 2.2 倍、全国の 2.5 倍とな

っている。今後の取り組みにおいて、普

及啓発（ポピュレーション）と相談事業

を継続しつつ、関係機関と情報共有、ア

ウトリーチ支援やプロファイルを活用

したハイリスクアプローチも対策とし

て重要と思われた。 

 

 

 

 

 

 

その他 

健診後のアンケートの実施について 

健診事業の目的は第 5 章（95 頁）に記

載の 3 つの視点を遂行するために行わ

れ、市民一人一人が自分の健康について

「学ぶ」機会を得てもらうために実施し

ている。したがって、健診体制をより充

実させるため、健診後のアンケートを行

って受診者の希望や意見をきいてはど

うかと考える。内容については今後検討

を。 

た、健診会場での運動講座や高齢者の通

いの場の周知について今後取り組んでい

きます。 

 

 

こころの健康＜今後の取り組み＞にある

ⅱ専門家による相談事業の推進 2 つ目の

保健師による相談にハイリスクアプロー

チが包含されています。自殺予防につい

ては、本計画とは別に夕張市自殺対策計

画に対策の考え方、すすめ方を示してい

ます。関係機関とのネットワークの強化

や情報共有、プロファイルを活用して、

優先すべき支援対象者を整理し、ハイリ

スク者への対応を含んだ取り組みを行っ

ていきます。 

 

 

 

 

市民アンケートは、今後も継続して実施

します。これまでの内容に加え、健診へ

の希望等についても今後検討していきま

す。 

 

 

 

 

 

 

  このほか、文言の統一、文章と表の齟齬等のご指摘があり修正を行います。 

 

 

 

 

（保健福祉課保健係） 


